
伊豆市監査委員 告示第６号 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき定期監査を実施したので、同条第９項の規定に

より、監査の結果を次のとおり公表する。 

平成２５年１月２２日  

 

伊豆市監査委員 宮内 知秋   

伊豆市監査委員 三田 忠男   

 

記 

 

１．監査の期日  平成２５年１月１５日（火） 

 

２．監査の対象  教育委員会事務局学校教育課、社会教育課、図書館 

 

３．監査の方法 

  提出された監査資料等に基づき、各担当課の説明を受けた後、事情聴取並びに、関係書類

の審査を行った。 

 

４．監査の結果 

  監査を実施した範囲においては、関係法令等に準拠して執行されており、特に指摘事項は

ありません。 

 

５．監査の概要・意見 

  対象部課の監査結果の概要及び意見は、次のとおりです。 

 

(1) 教育委員会事務局 学校教育課 

  ① 教育総務スタッフ 

ア 天城地区学校再編の進捗状況 

平成 25 年 4 月の天城地区学校再編に向けた狩野小学校の施設増改築については、

各階トイレの改修や入の洞土石流対策を含め、工程表に沿った工事の進捗状況が確

認できた。なお、路線バス停車帯の設置については静岡県沼津土木事務所の工事に

なるが、早期完成を望む。 

イ 要保護及準要保護児童生徒援助費補助金の交付状況 

丁寧な告知とプライバシーの保護に努められたい。 

ウ 放課後児童クラブの運営状況と課題 

事故のない運営に努め、時間延長の試行等、使い勝手の良い運営をするよう望む。 

 



  ② 給食施設スタッフ 

ア 天城及び中伊豆給食センターの給食調理・配送業務委託料について 

次期業務委託の入札に向けて適正な執行をするとともに、アレルギー対策について

も遺漏のないよう願います。 

イ 給食費の収納状況及び課題 

現年度の給食費収納率は 100％に近いが、過年度の繰越分が残っているため、過年

度の収納率向上に努め、現年度については現状維持に努められたい。 

ウ 中伊豆中学校体育館建設の進捗状況 

平成 24年度分の工程は順調に推移しており、耐震強度 1.25（is値）、コンクリート

の耐圧試験、工程管理表・安全管理表を確認できた。なお、太陽光発電の整備に関

して、生徒の環境教育に有効活用されたい。 

  ③ 学務指導スタッフ 

ア 教職員の指導及び研修状況 

教育の質の向上を目指した研修会の開催等を確認しているが、学校評議員などを介

した地域学習等の取り組みを積極的に取り入れるとともに、研修会や講習会は、さ

らに充実したものにされたい。 

イ 外国語指導助手（ＡＬＴ）業務委託の状況 

業務委託の更新に際しては、伊豆市に合った最良の事業者選定を望む。 

 

(2) 教育委員会事務局 社会教育課 

  ① 生涯学習スタッフ 

ア 生涯学習推進地区補助金の交付状況と各地区の事業内容 

各地区の活動状況を市民に広く周知する手段を検討するとともに、社会教育主事を

活用し、伊豆市独自の施策を検討（研究）されたい。 

イ 市子ども会育成連合会補助金の内容及び使途 

今後の少子化の進行を考え、子どもが主役となる各地区子ども会の活性化に向け、

生涯学習の振興と合わせて進められたい。 

  ② 文化振興スタッフ 

ア グリーンコンサート委託料の内訳と事業効果及び成果 

行政内の横断的な日程調整をしながら、より良い企画を継続するよう望む。 

イ 中伊豆中央公民館管理事業の必要性と継続性の有無 

平成 26年度以降の廃止の方向性を確認できた。今後は、代替施設の確保等について、

地域の要望が反映されたものとなるよう努力されたい。 

③ スポーツスタッフ 

ア 市体育協会補助金の内訳及び内容 

市民の健康増進と体力向上に寄与していることは確認できた。今後は、多くの市民

が参加しやすい取り組み、自由に参加できる企画立案とともに、市民全般に周知で



きる方法を検討されたい。 

イ スポーツ少年団補助金の内訳及び内容 

子ども会活動との両立が難しく、少子化とも相まって選択を迫られていく問題であ

るが、これからも必要な補助と認識できるため、子どもの健全育成に努められたい。 

ウ 施設案内予約システムのシステム内容と運用の状況 

年間 1,638,000 円の経費負担が発生していることから、閲覧～予約～申請の流れを

WEB上でどのように取り扱うのか検討し、システムの有効活用に努められたい。 

 

(3) 教育委員会事務局 社会教育課（図書館） 

  ① 図書館スタッフ 

ア 図書館資料登録用データ使用料の内容 

図書館運営上必要な使用料であることを確認した。 

イ 図書館の利用状況及び図書の貸し出し状況 

本館及び 3 つの分館の状況は 98.75％（対前年比）と、若干の低下が見られる、今

後は、より一層の利用率向上を目指していただきたい。 

ウ 講座や教室などの開催状況 

子どもやシニア向けの企画、ジオパークへの取り組みなど、さらに充実した企画を

進められたい。 


